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第50回

Zoomによるオンライン型のセミナーとなります。

言葉の壁が
教えてくれたもの

－室蘭コミュニティとの若い世代に対する‘協育’－

室蘭工業大学国際交流センター（TEL：0143-46-5886 E-mail：h-kokuko@mmm.muroran-it.ac.jp）
これまでの開催概要は、室蘭工大国際交流センターのホームページでご覧いただくことができます。

http://www.muroran-it.ac.jp/oia/introduction/seminar.html

室蘭工大国際セミナーは、世界のさまざまな国や地域について勉強し合い、国際的な視野を拡げることを目的としたセミナーです。
入場無料で、どなたでも自由にご参加いただけます。お誘い合わせの上、多数ご参加ください。

講師：ロイヤルメルボルン工科大学(RMIT) グローバル・都市社会学科講師

大橋 裕子 氏
英国スターリング大学教育学修士課程 (M.Ed.)、エジンバラ大学応用言語学修士課程 (M.Sc.)を取
得後、複数のスコットランドの大学で日本語の教鞭をとる。その後、オーストラリアに移住し、ロイヤル
メルボルン工科大学(RMIT University)にて、日本語・日本研究科のプログラム・コーディネーターとし
て現在在職中。オーストラリアの若者の成長にどうかかわれるのかを模索しながら、スタディツアーを
自己変容の機会として捉えた論文を発表してきている。2020年にRoutledge社より Japanese language 
education and Japanese Studies as intercultural learningを分担執筆にて出版。

メルボルンから室蘭ま
で、乗り継ぎ最短で２０
時間。発表者が室工大と
RMIT大の双方向研修に
携わり始めてから13年、
室工大日本語研修の引率
を１０回。前学長には、
毎年、鮭のように戻って
くると笑われながら、な
ぜ、これまで室蘭にこだ
わるのか。
本発表では、自分に

とっての「当たり前」が
通用しない室蘭を訪れた
オーストラリア人学生が、
言葉や文化背景が異なる
人とのふれあいから、何
を感じ経験したのかを、
学生の生の声や内省から
探る。

講演という形で、また室蘭にお邪魔します。
過去１３年間、RMIT大の学生が様々な場
面で皆様方に助けていただきました。心よ
りお礼申し上げます。

開催日時：

申込方法：QRコードからオンラインフォームにアクセスし、
申し込んで下さい。
※QRコードが読み込めない場合、下記のURLから申し込みください。

URL：https://www.muroran-it.ac.jp/oia/intlsmnr.html
(室蘭工業大学国際交流センターHP＞お知らせからもアクセス可能です。)

https://www.muroran-it.ac.jp/oia/intlsmnr.html

